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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。 

皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたことはありますか？ 呼吸を整えて、ゆっくりと自分に

とって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ご

す中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度「Andante」が届くたびに、

皆さんがふっと一息つき、少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと

考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 5 年 9月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 5年 9月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 5年 9月の北海道の自殺者数は 70 人でした。また、全国の自殺者数は 1,707 人、その

うち男性は 1,171人、女性は 536人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 5年 9月と令和 5年 8月の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 9月＜北海道  70人、全国 1,707 人、全国(男性) 1,171人、全国(女性) 536人＞ 

令和 5年 8月＜北海道  82人、全国 1,702 人、全国(男性) 1,140人、全国(女性) 562人＞ 

前 月 比 ＜北海道 -12人、全国  +5人、全国(男性) +31人、全国(女性) -26 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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令和 5年 9月の自殺者数は、前月比では、全国（総数、男性）において増加、北海道、全国

（女性）において減少でした。全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 23、減少し

たのは 20、変化なしは 4でした。 

 

2. 令和 5年 9月と令和 4年 9月の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 9月＜北海道  70人、全国 1,707 人、全国(男性) 1,171人、全国(女性)  536人＞ 

令和 4年 9月＜北海道  80人、全国 1,930 人、全国(男性) 1,283人、全国(女性)  647人＞ 

前 年 比 ＜北海道 -10 人、全国 -223人、全国(男性)  -112人、全国(女性) -111 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

前年同月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少でした。また、全国 47

都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 15、減少したのは 28、増減なしは 4でした。 

 

◇令和 4 年度「過労死等の労災補償状況」について［厚生労働省］◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

厚生労働省では、11 月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等をなくすためにシンポ

ジウムやキャンペーンなどの取組を行っています。この月間は、「過労死等防止対策推進法」に

基づくもので、過労死等を防止することの重要性について国民の自覚を促し、関心と理解を深

めるために行われます。過労死に関しては、今年の 6月に公表された「過労死等の労災補償状

況」、10月に公表された「過労死等防止対策白書」といった資料があります。今回は「過労死等

の労災補償状況」より、労災の認定件数および自殺と自殺未遂に関する認定件数をまとめます。 

本資料は、「過重な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患」と「仕事による強いストレスなどが

原因で発病した精神障害」の状況について、労災請求件数や、業務上疾病と認定し労災保険給

付を決定した支給決定件数などを年 1回、取りまとめているものです。なお、自殺については、

平成 11 年「業務上の（長時間労働や仕事の大きなストレスによって発症した）精神障害によっ

て、正常の認識・行為選択能力が著しく阻害され、又は自殺行為を思いとどまる精神的な抑制

力が著しく阻害されている状態で自殺が行われたと認められる場合」に業務上の死亡と認めら

れるようになりました。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

厚生労働省の「令和 4 年度過労死等の労災補償状況」によると、令和 4 年度は全国で精神障

害の労災認定件数が 710件（前年度比 81件増加）でした。この中には自殺と自殺未遂が 67件

（男性 61件、女性 6件）含まれ、こちらは前年度と比べて 12件減少となりました。北海道は、

精神障害の労災認定件数は 53 件（前年度比 15 件増加）でした。この中には自殺と自殺未遂が

6 件（男性 3 件、女性 3件）含まれ、こちらは前年度と比べて 1件増加となりました。 

 

自殺と自殺未遂の内訳は公表されていないため、ここでは自殺と未遂を合わせた全国の 67件

について、詳しく見ていきたいと思います。 

 

精神障害の発症原因とされる具体的な出来事について目立つものをあげると、類型 3「仕事の

量・質」において「仕事内容・仕事量の（大きな）変化を生じさせる出来事があった」が 16件

と最も多く、次に類型 5「パワーハラスメント」において「上司等から、身体的攻撃、精神的攻
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撃等のパワーハラスメントを受けた」が 12 件、類型 3「仕事の量・質」において「2週間以上

にわたって連続勤務を行った」が 7 件となっています。 

年齢別の支給決定件数のうち自殺に関するものは、19 歳以下が 0 件、20～29 歳が 15 件、30

～39歳が 16 件、40～49歳が 17 件、50～59歳が 18件、60歳以上が 1 件でした。 

時間外労働時間別（1 か月平均）は、20 時間未満 12 件、20 時間以上～40 時間未満 6 件、40

時間以上～60 時間未満 6 件、60 時間以上～80 時間未満 11 件、80 時間以上～100 時間未満 9

件、100時間以上～120 時間未満 2 件、120 時間以上～140 時間未満 3件、140時間以上～160時

間未満 1 件、160時間以上 4 件、その他 13 件でした。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

今回も前回に引き続き、精神障害の請求件数、労災決定件数、支給決定件数はいずれも 1983

年度の統計開始以降最多となっています。そのうち、自殺に関する請求件数は令和 2 年の 155

件以降増加傾向にあります。一方で労災決定件数、支給決定件数は令和元年以降減少傾向にあ

ります。 

 

仕事や職業生活に関することで、強い不安や悩み、ストレスを感じている労働者は数多くい

ます。心身の不調がある際は、専門の相談機関に相談されることをお勧めします。また、相談

窓口の設置やメンタルヘルスケアのための体制づくりなど、上司・同僚が不調に気づいた際に

ゲートキーパーとして、その方のサポートをしてあげられる環境作りが求められます。 

 

参考文献 

厚生労働省、2023、「令和 4 年度過労死等の労災補償状況」、https://www.mhlw.go.jp/stf/newpag

e_33879.html 

厚生労働省、2023、「令和 4 年版過労死等防止対策白書」、https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusy

o/karoushi/22/index.html 

 

【２】自殺について知ろう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 5 年度「自殺対策研修」について◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

北海道立精神保健福祉センターは、今年 9 月、保健所や市町村職員、自殺対策業務従事者を対

象に令和 5年度「自殺対策研修」を行いました。今回はその内容についてご紹介します。 

 

○ 自殺対策研修とは 

北海道は、「第 4 期北海道自殺対策行動計画」（令和 5 年度～9 年度）が策定されたところであり、

国の施策を踏まえ自殺総合対策大綱にある 13 の重点施策に沿った総合的で具体的な自殺対策の

推進が求められています。この研修は毎年企画実施されている教育研修の一つとして行い、「精神保

健福祉業務に携わる職員が、自殺対策の現状や施策、自死遺族支援について学び､地域における

自殺対策の取組が推進されること」を目的とし、「出席者が北海道の自殺の現状や地域の自殺対策の

推進について理解し、今後の方向性や取組について考えることができること」、「出席者が自死遺族

支援について理解し、今後の相談支援のあり方を考えることができること」を目標として実施しました。

今年度の参加者は 45名でした。 
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○ 内容 

① 講義 「新たな自殺総合対策大綱の見直しと地域における自殺対策の推進」（北海道立精神保健

福祉センター 所長 岡﨑 大介） 

「国の施策動向等」と「総合対策モデル事業（別海町）」について講義しました。「国の施策動向等」と

して、現在の日本の自殺者数および小中高生の自殺の現況について説明し、次に、国の自殺対策

の基本方針である自殺総合対策大綱について、現在取組が進められているこどもの自殺対策につい

て、そして、現在市町村が立案、実施している地域における自殺対策計画の立て方や PDCA サイク

ルについて話しました。次に、「総合対策モデル事業（別海町）」については、北海道を実施主体とし、

ネットワークの構築や一次予防、二次予防、三次予防、精神疾患へのアプローチ、職域へのアプロー

チ、基盤・体制づくりといった別海町モデル事業の概要について解説し、事業による成果と課題、他

地域への普及に向けて、本事業を進める中で見えてきたものや地域で自殺対策の取組を進める際

の留意点などについて説明しました。その中で、リーダーシップをとれる首長からのトップダウンでの

進行の重要性や各種会議や研修会の有効利用など、自殺対策を進める上での基盤や体制づくりの

重要性やネットワーク構築の重要性について、自殺対策を継続していく上での注意点について言及

しました。 

 

② 行政説明 「北海道の自殺対策施策について」（北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課

精神保健医療係） 

「北海道の自殺の現状」と「北海道の自殺対策の取組」について説明しました。「北海道の自殺の現

状」として、北海道の自殺者数の推移や年齢階級別の状況、月別、職の有無別、原因・動機別といっ

た自殺統計に関してまとめました。次に、「北海道の自殺対策の取組」では、自殺総合対策大綱を踏

まえて、第 4 期北海道自殺対策行動計画について説明しました。その中で、北海道の相談事業や普

及啓発活動、人材育成について、また、市町村の自殺対策計画の進捗状況についても触れました。 

 

③ 実践報告 「保健所での自殺予防連絡会の取組～若者への自殺対策について」（江別保健所 

指導主任保健師 志村 幸恵氏） 

保健所での自殺予防連絡会の取組について、平成 21 年度の自殺予防対策地域連絡会議の設置

からその後のコロナ禍による中断、再開までの流れを報告しました。最初にコロナ対策と自殺対策とし

て、江別保健所管内のコロナの状況や自殺の状況について示し、このような状況の中でできることを

模索したこと、そして、コロナ禍以前に企画され、中断されていた若年層の自殺対策事業を精神保健

福祉センターと協力し実行、その結果について話しました。最後に、この一連の事業を通して、関係

機関との連携、支援体制作りの難しさや課題について触れました。 

 

④ 講義 「自死遺族の心理と相談対応」（北海道立精神保健福祉センター 地域支援相談課長 東

端  萌李） 

「自殺の実態と国の施策」、「自死遺族の心理」、「自死遺族への相談支援」について講義しました。

「自殺の実態と国の施策」については、現在北海道では 1 年間に 4,400 人の自死遺族が生まれてい

るとし、残された人への支援の充実が求められていると話しました。そして、「自死遺族の心理」として、

大切な人を亡くしたときに生じる悲嘆は自然で正常な情緒的反応であるとし、自死遺族のこころの複

雑性について触れました。最後に、「自死遺族への相談支援」として、実例を挙げて具体的に、支援

者に必要なこと、支援者としてしてはいけないこと、について話しました。 
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⑤ 実践報告 「当センターにおける自死遺族支援について」（北海道立精神保健福祉センター地域

支援相談課相談研究係 主任 土田 愛） 

講義 「自死遺族の心理と相談対応」を踏まえて、精神保健福祉センターにおける自死遺族支援に

ついて実践報告しました。報告の内容は、「個別支援」について、「グループ支援」について、「自死

遺族の会全道ネットワーク」の紹介でした。「個別支援」については、相談者がセンターとつながるま

での流れや個別相談の際に支援者として大切にしている姿勢について話しました。「グループ支援」

については、グループケアの効果についての話の後、実際にグループ支援の際に話されている内

容について紹介しました。最後に、自死遺族の全道ネットワークについて、現在は全道の各地域に 9

グループあり、ネットワークが広がってきていることを伝えました。 

 

⑥ 自死遺族当事者からのメッセージ 

自死遺族の当事者としてご自身の体験をお話しいただきました。メッセージは単に当時の出来事を

なぞるだけではなく、ご自身の抱いた生々しい感情についても触れられ、参加者の方々の心に深く

残るものでした。また、その体験から支援者に求めるもの、「誠実に向き合ってほしい」「ただ相談でき

る窓口があるということだけでも助けになる」といった声もいただきました。 

 

⑦ 事例学習「自死遺族の相談対応」 グループワーク 

グループワークとして、参加者は 7 つのグループに分かれ、それぞれのグループで自己紹介、当

日の研修を受けての感想についての話し合いの後、「自死遺族の相談対応の体験」として架空の事

例を元に、相談者と支援者とオブザーバー役に分かれてロールプレイを行いました。その後は、各グ

ループでそれぞれの感想を話し合い、最後に各グループで出た意見を全体で共有しました。参加者

の方々は、「聴いてほしい所を聴いてくれた感じがした」「実際に話をすることで自分の中で話が整理

できた」といった感想があり、今後の支援に役立てたいと話されていました。 

 

○ アンケート結果 

開催後に行ったアンケートでは、各講義等について「理解できた」「まぁまぁ理解できた」「あ

まり理解できなかった」「理解できなかった」の 4択の質問に対して、「理解できた」「まぁまぁ

理解できた」への回答が 100%となっていました。具体的には、「市町村にとっては、計画策定、

見直しの参考となる具体的な内容となった」、「保健所にとっては、市町村支援の参考となる内

容となった」、「コロナ対策が生きることを支援する自殺対策につながっていることの気づきが

得られた」、「自死遺族相談の基本的な学ぶ姿勢、心構えについて理解が深まった」、「（自死遺族

の方から）細やかな心理や心情を伝えていただけた事に感謝したい」といった声をいただきま

した。 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 
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◇ 現在北海道でも、こころの SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口: https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

◇ メールマガジンのご登録内容の変更や解約手続きにつきましては、以下のリンクから行っ

ていただけます。 

 

北海道のメールマガジンURL：http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/ 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

北海道ではすっかり気温も下がり、外に出かける際にはコートが欲しくなる季節となってき

ました。当センター内も今月の半ばから暖房が入り、毛布にくるまりながらパソコンを打つ作

業から解放され、ちょっと一安心です。 

仕事終わりに外に出たとき、外が真っ暗になっているのを見ると、日が短くなってきている

ことを実感します。今年も残り 2 か月、年々1 年が短くなっているようにも思いますが、年が

変わるまでに、何か一つくらい新しい楽しみを発掘したいなぁなどと考えております。 

自殺に関しては、先月末に厚生労働省の「人口動態統計」の令和 4年確定値が、今月に『令

和 5年版自殺対策白書』が公開されました。これらについては今後、こちらでも取り扱う予定

となっております。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.173は、令和 5年 11月末に配信予定です。 

 

                                                  ＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

